別紙様式
平成２３年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　　　項：水産業費　　　目：水産業振興費
	事業名:　 保護水面管理事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　水産課　水産担当　電話番号：058-272-1111（内2892）

　　　　　　　　　　　E-mail：mailto:c11438@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：342千円（前年度予算額：346千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・水産資源保護法による指定を受けた長良川の保護水面区域において産卵場の造成や人工ふ化放流を行うとともに、これら施設の管理・監視を行うことにより長良川のみならず伊勢湾流入河川のアユ資源を積極的に保護培養する。

（１）アユ産卵場造成

保護水面区域内において河床を耕うんすることにより、アユの産卵を促進する。
（２）アユ卵人工ふ化放流

　親アユから採卵し生残率の向上が期待できるまで係留管理する。

（３）保護水面監視

保護水面期間中、密漁等の違反行為を防止する。
　
	２　所要経費


・保護水面管理調整費　　　　 60千円
・保護水面管理委託費　　　　282千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　 １　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る。

　　　　　　　　 ・アユをはじめとする多くの魚が住み続ける清流や水の恵みが、流域の人々の生

活や産業文化をはぐくみ、支えており、魚たちのすむ川を見つめ直し、水の恵み

を活かした流域づくりに取り組む。
	２　これまでの取組状況


・県内では、岐阜市河渡地先の長良川、本巣市、安八町地先の揖斐川の産卵場が保護水面区域に指定されている。
・積極的な管理事業は長良川のみで推進し、揖斐川については、指定期間の間、禁漁区域としての監視に努めている。
	３　これまでの取組に対する評価


　　資源の保護は当該種の生活史全般にわたって行う必要があり放流のみでは補いきれない次世代の資源を添加する事業として位置づけている。この結果、木曽三川には毎年枯渇することなく稚魚が遡上している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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